
活動者紹介

　札幌市と社会福祉協議会が協働して運営・推
進している「福祉のまち推進センター」で活動
する方をご紹介します。
　今回は、平岡地区福祉のまち推進センターで
副運営委員長として活躍されている安藤英夫
（あんどうひでお）さんです。

安藤英夫さん

（活動のきっかけ）
　平成 23 年の東日本大震災をきっかけに、町内会全世帯を対象として「災害時、避難に不安があ
る家族はいますか」とのアンケート調査を実施しました。家族と同居していても、その家族が日中
不在にしていることが多かったり、さまざまな理由で見守りが必要な世帯がおられることもわかり
ました。その結果、翌 24 年春から見守りが必要な 36 名の方に対し 32 名の協力員が「見守り・声
かけ活動」を開始することになりました。

（普段の活動について教えてください）
　協力員さんは、毎月 2〜3回、対象者の方のお宅を訪ねて声かけしたり、戸口などからのさりげ
ない見守りを心がけています。
　協力員さんの声から日常活動の一端を紹介すると──

●  「対象者の方との交流が続き、今では体調の変化があった場合など、私宛に連絡を入れても
らえるようになっています」

●  「80 代後半の対象者の方、お元気なので安心しています。でも車の運転もされるので、その
点は気になります」など。

　協力員さんにいつでも相談できる関係になっています。

（これまでの活動で印象深かったことを教えてください）
　平岡地区福まち活動の一環として、各町内会の役員と「見守り活
動の取り組み」について懇談会を続けてきました。
　高齢の方が多い町内会、世帯数が多い・少ない町内会など、さま
ざまに地域事情の違いはあります。そのなかで、どの町内会・自治
会にも努力と工夫のあれこれがあり、感銘を受けます。例えば、見
守り体制を敷いていなくても役員や班長さんたちが町内の人々の様
子をよく知っていて、実質的に見守り活動が推進されているのです。

（今後に向けて思うことを教えてください）
　福まちとしても、福祉推進員の皆さんと共に地域の子どもたちや、高齢の方々の安心・安全のた
めの心配りを、そして楽しい語らいの場の提供などを進めていきたいと思っております。

見守り活動の推進会議を開く様子
（平岡公園会館）
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毎月3日は 見守り訪問の日
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